
葛飾区都市計画マスタープラン
の改定にかかる

第４回地域別勉強会

葛飾区 都市計画課
令和４年４月２４日

本日の流れ
１．開会
２．座学【25分】

・第３回地域別勉強会の振り返り
・地域の将来像とまちづくりの基本方針
・第２・３回勉強会で得られたキーワード等

３．グループワーク【115分】
・個人ワーク
◎地域の将来像の検討
◎地域のまちづくり基本方針の修正

・グループ内の意見交換
・グループ意見の発表

４．閉会
ファシリテーターが発表ファシリテーターが発表
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座学①
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・第３回地域別勉強会の振り返り
・地域の将来像とまちづくりの基本方針

第３回勉強会の振り返り

ご意見 回答・考え方
町会⾧宛てに「まとめ表」を作っ
てほしい。

各回の地域別勉強会でテーブル毎に出た意見をまとめたものが
ニュースとなっております。また、地域別勉強会のとりまとめは第５
回で行います。そこで、地域別構想の全体像が把握できます。さらに、
地域別構想の成果は、第５回都市計画マスタープラン策定委員会で報
告し、その資料をＨＰにアップロードいたします。そこで、地域別構
想の成果をご確認できるようになります。なお、令和５年度に都市計
画マスタープランを策定しましたら、行政連絡会で報告をする予定で
す。

ご意見と回答ご意見と回答
町会⾧宛てのまとめ表について

その他地域との交流について

ご意見 回答・考え方
各テーマが葛飾区内でも重要度が
違ってくるので、そのうち交差がで
きる会があるとうれしい。

各地域の検討状況については、ニュースで毎回確認できるように
しております。また、第６回地域別勉強会は全体会を開催する予定で
す。そこで、各地域の勉強会の成果を発表しますので、各地域の「将
来像」「まちづくり基本方針」「各テーマの整備方針」について聞く
ことができます。
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第３回勉強会の振り返り

❶水元・金町・新宿❶水元・金町・新宿

凡例：魅力（◎）／ 課題（▲）／対応策（→）／水元（水）／金町（金）／新宿（新）
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第３回勉強会の振り返り

❷柴又・高砂❷柴又・高砂

凡例：魅力（◎）／ 課題（▲）／対応策（→）／柴又（柴）／高砂（高）
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第３回勉強会の振り返り

❸亀有・南綾瀬・堀切・お花茶屋❸亀有・南綾瀬・堀切・お花茶屋

凡例：魅力（◎）／ 課題（▲）／対応策（→）／亀有（亀）／南綾瀬（南）／堀切（堀）／お花茶屋（お）
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第３回勉強会の振り返り

❹青戸・立石・四つ木❹青戸・立石・四つ木

凡例：魅力（◎）／ 課題（▲）／対応策（→）／青戸（青）／立石（立）／四つ木（四）
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第３回勉強会の振り返り

❺奥戸・新小岩❺奥戸・新小岩

凡例：魅力（◎）／ 課題（▲）／対応策（→）／奥戸（奥）／新小岩（新）
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第４回勉強会の内容について

第5回勉強会で作成する地域別構想素案のために、第２・３回の勉強会のキーワードを踏まえ、「地域の
将来像」と「地域のまちづくり基本方針」を検討

地
域
別
勉
強
会

地
域
別
勉
強
会

第１回

・都市計画
マスタープラン

の概要等

・基調講演

・グループワーク
地域の魅力と課題
を考えよう

第４回

・グループワーク１
地域の将来像を
考えよう

・グループワーク２
地域のまちづくり
基本方針を考えよ
う

市街地
整備

みどり

復興防災

土地
利用

第２回 ／ 第３回

・グループワーク
テーマ別に地域の魅力と課題
を整理し、魅力の活かし方、
課題への対応策を考えよう

交通

第５回

・グループワーク
地域別構想素案
を考えよう

第６回

・意見収集の結果

・地域別構想案のまとめ

・地域別構想案の発表

・全体総括

令和３年１２月 令和４年１月 ／ ２月 令和４年４月24日 令和４年６月11日 令和４年９月３日

葛飾区都市計画マスタープラン策定委員会
令和３年１０月～令和５年９月頃

・都市計画マスタープラン骨子の検討
・全体構想素案の検討 → 意見収集
・全体構想案、地域別構想案の検討 （令和４年７月頃）
・都市計画マスタープラン素案の検討 → パブリックコメント
・都市計画マスタープラン案の作成 （令和５年７月頃）

学識経験者 区内関係団体代表 行政職員

意見の反映改定の方針

都市計画
マスター
プラン案

意見収集
令和４年７月頃

区議会報告

都市計画審議会承認

都市計画マスター
プラン策定
令和５年１２月頃
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グループワークで検討してもらいたいこと 10

１．地域の将来像（10～20年後）の検討

・どのようなまちになってほしいですか。
・将来像が実現すると暮らしはどのようになっていますか。

３．第２回・第３回勉強会の意見の再確認

・第２回・第３回勉強会の意見のうち、場所を特定できない意見について
具体の場所を教えてください。

２．地域のまちづくりの基本方針の検討

・地域の将来像の実現に向け、まちづくりの基本方針を考えましょう。

地域の将来像と地域のまちづくり基本方針について
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地域別構想素案の全体像

地域別構想の全体像を把握し、地域の将来像と地域のまちづくり基本方針のイメージを明確化

[策定委員会における]
まちづくりの基本理念

[策定委員会における]
まちづくりの目標

・第２・３回勉強会で
得られたキーワード

・区民アンケート結果

地域の将来像

地域のまちづくり基本方針

整備方針図

・計画期間（10～20年後）で目指す地域の姿
・区全体のまちづくりの基本理念を各地域ごとに検討したもの

・地域における主要な施策・事業
・区全体のまちづくり目標を各地域の特色を踏まえ検討したもの

・地域の魅力・課題を踏まえた施策・事業を地図に落とし込んだもの

座学

地域別構想

○地域の将来像と地域のまちづくり基本方針及
び、整備方針図の一部を検討するため資料を
提示

○地域別構想は「地域の特性」、「地域の将来像」、「地域のまちづくり基本方針」、「整備方針図」、「整備方
針」の5つから構成される。

地域の特性
・人口や世帯、土地利用現況など 地域の特性を把握できる特徴

整備方針
・地域の魅力・課題を踏まえた施策・事業を具体化したもの

本
日
の
検
討
内
容
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策定委員会におけるまちづくりの基本理念

まちづくりの基本理念

みんなでつくる、
水と緑豊かな、安全で快適に暮らし続けられる

『かつしか』

みんなでつくる、水と緑と人情が輝く暮らしやすいまち・葛飾

河川、美しい花や緑に囲まれた自然環境、思いやりの心あふれる人情に支え
られた人と人とのつながり、地域、文化、産業などの本区の特性を磨き上げ、
輝かせながら、誰もが生涯にわたって安全・安心・快適に自分らしく暮らし続
けられるまち「葛飾」

将来像

葛飾区基本構想

将来像実現に向け、
都市マスで受け持つ部分

○葛飾区基本構想における将来像実現に向け、都市計画マスタープランで受け持つ部分を反映
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みんなでつくる、水と緑豊かな、安全で快適に暮らし続けられる『かつしか』

策定委員会におけるまちづくりの目標

まちづくりの目標

まちづくりの基本理念

○まちづくりの基本理念に基づき、 ６つの分野別方針に関連する内容から、５つのまちづくりの
目標を設定
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誰もが親しめる、河川や緑豊かな都市環境が広がるまち

公園内のカフェ設置 国土交通省HP 中川を親しむ会

東金町一丁目西地区市街地
再開発事業イメージ図

人々が集い、憩える、
にぎわいある魅力的なまち

（国交省ＨＰ 道路ビジョン2040）

様々な自然災害に対応し、
被災を繰り返さないまち

浸水対応型拠点高台

主要生活道路
の拡幅

安全で、移動しやすい
交通環境が整備されたまち

自転車レーン
の整備

新金貨物線状況
（葛飾区基本計画）

多様な主体が協働し、豊かな地域社会を構築するまち

エリアマネジメントなどの主体的な取り組み
（金町まちづくりプラン）復興訓練の進め方

地域の将来像（たたき台）、まちづくりの基本方針（たたき台）

○これまでの成果を踏まえ、地域の将来像（たたき台）やまちづくりの基本方針（たたき台）を作成

地域の将来像（たたき台）

金町駅周辺の賑わいや活力と水元公園の豊かな緑・水辺など都市の快適性が享受できる
持続可能な住み良いまち

まちづくりの基本方針（たたき台）

①公園と河川、農地など緑豊かでゆとりと潤いある住環境の形成
・水元地域の寺社林・屋敷林などの緑の保全 ・農地や民地の緑の維持
②快適な交通ネットワークの構築と歩きたくなる歩行者空間づくり
・幹線道路網の整備 ・金町駅から水元公園への交通ネットワークの推進
・金町駅周辺の広域拠点を中心に地区内交通の利便性の向上
③賑わいと活力のある広域拠点の形成
・駅周辺の再開発による基盤整備や多機能化 ・金町駅の利便性の向上
・地元商店街の空き店舗活用や回遊性確保 ・エリアマネジメントの推進
・新宿は、居住・教育・医療福祉などの多様な機能が集積する生活拠点
④地区特性に応じた調和のとれた土地利用と安全で災害に強いまちづくり
・水元中央通り以北の農地の保全 ・金町駅周辺の再開発にあわせた災害拠点の整備
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水元・金町・新宿地域

○人口密度が最も低く、子供のいる世帯割合が最も多い
○公園・運動場等の面積割合が最も多く、商業系用途地域の割合が最も少ない
○地震に対する各危険度等は最も低く、総合危険度も最も低い
○公園や大学が地域の魅力である一方、鉄道やバスなどの公共交通が不便
○農地等の保全・活用への意識が高いものの、農地は減少傾向

地域の特色（各地域の現況データより）



地域の将来像（たたき台）、まちづくりの基本方針（たたき台）

地域の将来像（たたき台）

魅力ある景観資源と充実した都市機能との連携による賑わいと活力が持続するまち
まちづくりの基本方針（たたき台）

①柴又界隈を中心とした魅力ある景観まちづくり
・柴又の歴史的資源の保全 ・歴史的な街並みを生かした街なかの回遊性向上
・柴又駅周辺の都市基盤整備により観光と良好な生活環境の共存
②京成本線の連続立体交差事業の早期実現・魅力と活力あふれる高砂駅周辺のまちづくり
・高砂駅周辺：連続立体交差事業の推進、駅前広場等の都市基盤の整備、土地の高度利用、建築物の共同化
・都営団地建替えや鉄道車庫の移転等を契機とした商業・業務機能の誘導
③水辺と拠点を結ぶ緑の道の構築
・歴史的資源・江戸川堤防・柴又公園等を活かし、柴又駅や高砂駅などの拠点を結ぶ、
歩いて楽しい歩行者ネットワークの形成

④快適な住環境の形成と商業・業務等施設が調和した災害に強いまちづくり
・高砂駅周辺は商業環境と調和した住宅市街地の形成
・密集市街地の都市基盤整備 ・低未利用地の有効活用
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○昼夜間人口比が最も低く、夜間人口が唯一減少傾向にあり、5年前の常住地は現住所のままが最も多い
○住宅用地の面積割合、住居系用途地域の割合共に、最も多い
○地震に関する災害時活動困難度が最も高く、総合危険度が、青戸・立石・四つ木地域に次いで高い
○寺社仏閣や河川等の水辺空間が地域の魅力である一方、駅周辺に生活に必要な商店や施設・サービスが
不足し、大規模な土地利用が適切に行われていないと感じているなど課題も多い

○将来、災害に強いまちを望む意識が低いが、災害時活動困難度は高く、道路基盤などが不足

地域の特色（各地域の現況データより）

柴又・高砂地域

○これまでの成果を踏まえ、地域の将来像（たたき台）やまちづくりの基本方針（たたき台）を作成

地域の将来像（たたき台）、まちづくりの基本方針（たたき台）

地域の将来像（たたき台）

亀有駅前の広域拠点を中心にした商業の賑わいと堀切菖蒲園などの地域資源や緑・水辺を
生かした、安全で快適なまち
まちづくりの基本方針（たたき台）

①人々が集い、憩う個性あふれる魅力と賑わいある拠点の形成
・亀有駅周辺：地元商店街と大型店が一体となった商業・業務・サービス機能の充実、
個性ある広域拠点としての魅力向上
②燃え広がらない・燃えないまちづくり
・堀切地区：木造住宅密集地域の解消、道路等の基盤整備、建物等の不燃化
③観光施設を生かした魅力ある市街地の創出
・全国区の知名度を持つキャラクターを生かした商店街の街並みの整備
・堀切菖蒲園と地元商店街の回遊性の確保 ・堀切菖蒲園船着場の有効活用
④地域の魅力を生かした歴史文化の薫る賑わいのある景観整備
・南綾瀬駅・お花茶屋駅周辺：地域の自然・歴史資源をつないだ歩いて楽しい歩行者ネットワークの形成、
路地空間の風情の維持・保全に配慮した景観形成
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○人口密度が最も高く、5年前の常住地は、他道府県からの割合が最も多い
○空家数が最も多く、空家率が最も多い
○地震に関する危険度の高い地域が荒川に近い、地域の西側に多く見られる
○大型集客施設が地域の魅力である一方、葛飾区の課題として震災や火災、水害への対策が不十分と感じ
ている

○生まれてから住んでいることが在住理由として多いが、持ち家率は低い

地域の特色（各地域の現況データより）

亀有・南綾瀬・堀切・お花茶屋地域

○これまでの成果を踏まえ、地域の将来像（たたき台）やまちづくりの基本方針（たたき台）を作成



地域の将来像（たたき台）、まちづくりの基本方針（たたき台）

地域の将来像（たたき台）

区の中心部として活気にあふれ、暮らしとなりわいが共生し、親水性にあふれる安全・
快適なまち

まちづくりの基本方針（たたき台）

①かつしかの核となる拠点形成と拠点間、地域間ネットワークの構築
・立石駅周辺：広域拠点として生活サービス機能や公益サービス・交流・交通機能の充実、

再開発による防災性の向上、区の中心部にふさわしい街並みの形成
・青砥駅周辺：駅前の基盤整備、交通結節機能の向上
②京成押上線の連続立体交差事業と合わせた周辺まちづくり
・連続立体交差事業の推進 ・高架下の有効活用 ・沿線まちづくりの推進
・四ツ木駅周辺：地域の顔となる街並みの形成、身近な生活サービスの提供の場となる地域生活拠点の形成
③防災性を重視した魅力と活力に満ちた住工共存の市街地の形成
・木造住宅密集地域：住民と行政の協働で防災まちづくりの推進
・住宅と町工場が混在する地区：町工場が安心して操業し続けられる環境づくり

生活となりわいが共存する活気あふれるまちづくり
④河川を軸とした親水性あふれる安全・快適なまちづくり
・中川の親水テラスの整備 ・東立石緑地公園を基点に親水性の高い回遊空間づくり
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○昼間人口比率が唯一減少傾向にあり、持ち家率は最も高い
○公園・運動場等の割合が最も少なく、工業系用途地域の割合が最も多い
○地震に関する建物倒壊危険度、火災危険度、総合危険度が最も高い
○文化施設やまちなみ・景観が地域の魅力である一方、バスやタクシー等に乗れる駅前広場が少ない
○水辺や公園、みどりが豊かなまち、との意識が低いが、水辺・河川・水路の割合は最も多い

地域の特色（各地域の現況データより）
青戸・立石・四つ木地域

○これまでの成果を踏まえ、地域の将来像（たたき台）やまちづくりの基本方針（たたき台）を作成

地域の将来像（たたき台）、まちづくりの基本方針（たたき台）

地域の将来像（たたき台）

駅周辺の魅力的な広域拠点の形成と親水と浸水が両立した災害に強く生き活きと暮らせる
多世代のまち

まちづくりの基本方針（たたき台）

①多世代にとって魅力的な広域拠点の形成
・新小岩駅周辺：商業・業務、医療・福祉、文化・交流などの多様な都市機能の誘導、

多世代の居住に対応した質の高い住宅の整備、駅前広場や自由通路の整備による交通結節
機能の強化、駅周辺の回遊性の向上、エリアマネジメントの推進

②公園の高台化と木造住宅密集地域の解消による災害に強いまちづくり
・新小岩公園再整備による一部高台化
・地域危険度の高い地域：主要生活道路の整備、細街路や行き止まりの解消、 建築物の不燃化や共同化
③安全で快適な歩行空間の確保とすべての人にやさしいまちづくり
・都市計画道路の整備に合わせた沿道まちづくり・安全な歩行空間のために無電柱化や自転車レーンの整備
・駅を中心にバリアフリー化や公共交通網の充実
④中川を軸とする親水と浸水に対応した、魅力あるネットワークの形成
・公園やスポーツセンター等を結ぶ水辺の回廊の形成 ・親水と浸水に対応した施設
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○世帯当たりの人数、高齢者等がいる世帯割合が共に、最も少ない
○準工業地域の用途地域指定割合が最も多い
○地域の中では、新小岩３丁目及び西新小岩５丁目の地震に関する総合危険度が高い
○スポーツ施設、商店街や工場等の地域産業が魅力
○水辺や公園、みどりが豊かなまち、との意識が低いが、水辺・河川・水路の割合は最も多い

地域の特色（各地域の現況データより）
奥戸・新小岩地域

○これまでの成果を踏まえ、地域の将来像（たたき台）やまちづくりの基本方針（たたき台）を作成



座学②

20

・区民アンケート結果
・第２・３回勉強会で得られたキーワード

地域の将来像｜区民アンケート（令和2年度） 21

水元・金町・新宿 柴又・高砂 亀有・南綾瀬・堀切・お花茶屋 青戸・立石・四つ木 奥戸・新小岩

※区全体の回答割合より＋３％以上の差がある選択肢を抽出してグラフを作成しています。

自動車・歩行者・
自転車が安心・安
全に通行できるまち
(※区全体＋2.5％)

閑静で落
ち着いた
住宅地が
あるまち

地震や水害に
強いまち

庭付きの住
宅やまちな
かの広場が
増え、ゆとり
のあるまち

駅 前 や 商
店街に賑わ
いや活気が
あるまち

公共交通
が充実した
まち

良好な街
並みや景
観が形成
されたまち

下町人情あふ
れ住民参加
や地域交流が
盛んなまち

水元・金町・新宿 ◎公共交通の充実 ◎良好な街並みや景観の形成
柴又・高砂 ◎下町人情あふれ住民参加や地域交流が盛んなまち

◎庭付きの住宅やまちなかの広場が増え、ゆとりのあるまち
亀有・南綾瀬・
堀切・お花茶屋

◎自動車・歩行者・自転車が安心・安全に通行できるまち
◎地震や水害に強いまち

青戸・立石・四つ木 ◎駅前や商店街の賑わいや活気がある
◎閑静で落ち着いた住宅地がある

奥戸・新小岩 ◎地震や水害に強いまち

地震や
水害に
強いまち



22第２回・第３回勉強会で得られたキーワード
水元・金町・新宿地域 詳細は参考資料１参照

土地利用
住環境 ◎閑静な住宅地、大学生が増えて街が若くなった

▲地域全体で生垣を推進して「田園都市」に
空き家 ▲⾧い間空き家が続いており、印象が悪い
商店街 ◎駅前商店街がコンパクトにまとまり買い物に便利

▲店舗の魅力・種類が少ない、空き店舗の増加
施設 ◎公共施設が充実 ▲総合病院の誘致

▲清掃工場周辺を体育・芸術ｿﾞｰﾝに ▲宿泊施設がない
その他 ⇒街の問題解決を行う活動拠点づくり(場所と人材)

交通
公共
交通

▲バス本数が少ない、駅～区役所のバスがない
⇒ミニバス、シェアサイクル、乗合ワゴンタクシーの活用
▲地下鉄8号線と新金貨物線を水元へ延伸

金町駅 ▲改札の混雑、北口はタクシー乗降時に雨に濡れる
⇒北口・西口改札の新設
▲駅近に街の案内板や外国人用の道路案内がない

歩道 ▲北口駅前は歩道が狭い ⇒無電柱化、歩道整備等
自転車 ▲幅員が狭く、自転車と歩行者の交差困難

⇒自転車歩行者専用道の整備、道路拡幅、段差解消
⇒駐輪場を駅周辺に分散、駅前に自転車を進入させない

緑・景観
公園 ▲駅から水元公園へのアクセス

⇒駅から水元公園への誘導標識の増設、アクセス整備
▲にいじゅくみらい公園が活用されていない
▲東金町３丁目や新宿は子どもが遊べる公園がない

生産
緑地

◎生産緑地が多い ▲農地が急速に減少
⇒生産緑地を緑地のまま維持する場合は税金緩和

景観 ▲清掃工場の煙突建屋の色彩デザインを周辺環境と調和
⇒水元中央通りの修景、クラウドファンディングの活用等

復興
残したい
魅力

◎中川土手の遊歩道や水辺の公園、大場川の桜
◎にいじゅくみらい公園、江戸川土手の取水塔等の風景

解決した
い課題

▲道路啓開や救援できるように道路整備
▲線路沿いに東西方向の道路整備 ▲無電柱化

復興事前
準備

・住民が情報を知るための勉強会等
・震災復興まちづくり模擬訓練 ・SNS等で情報発信

市街地整備
金町駅
周辺

▲駅前の道狭い ⇒バス等の一方通行化／道路拡幅
▲南北交通と駅舎 ⇒西口・東口改札、地下道の拡張

拠点
形成

⇒水元にも地域の拠点を設定、図書館・保健所がある所
に地区センターを移転して生活拠点とする

道路 ▲水元中央通りの街並み景観形成、店舗の誘致
⇒沿道に地区計画の導入、電柱の地中化

公園 ▲子どもが遊べる広場がない
⇒西水元水辺の公園を広々と遊べるように整備

住環境 ▲建売業者による密集住宅の増加
⇒庭園木・屋敷林を保存するため「田園住居地域」の指定

エリマネ ▲水元地域でエリマネ組織を設立できるのか

防災
水害
対策

▲区民事務所は狭く、浸水するため防災拠点とならない
⇒生活拠点に位置づけ、区民事務所・図書館等の移転
▲水害時、マンションに避難したくても事前に協定が必要

防災
意識

▲想定される水害を真剣に意識してもらう対策が必要
⇒地域の魅力、防災づくりなど、都との連携をもっと強く

地域内
の連携

⇒町会、商店街、理科大、企業等の防災ネットワーク設置
⇒理科大と地元が協定を締結し、若者を派遣してもらう

情報
発信

▲防災公園や防災設備があるのに区民に知られていない
⇒新しく来た人も情報を把握できるように情報発信

空き家 ▲空き家があり火事の心配 ⇒空き家の解体

22

【凡例】◎:魅力 ▲:課題 ⇒:対応策
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柴又・高砂地域 詳細は参考資料１参照

土地利用
住環境 ◎静かな住宅地 ⇒最低敷地、ｾｯﾄﾊﾞｯｸ、植栽等のﾙｰﾙ
空き家 ▲今後、空き家の増加 ⇒空き家の有効活用
店舗・
商店街

▲商店街の空き店舗の増加、活気ない、飲食店等の減少
▲子供が利用できる店舗や子供と入りやすい店舗が少ない
⇒空き店舗一覧、賃貸等の助成金、店舗誘致 等
⇒空き家や有効活用できていない公共施設で居場所づくり

観光
資源

◎観光資源多い ▲七福神や柴又神社の古墳の活用
⇒七福神めぐり等の散策ルート

土地
活用

▲大規模な空き地の活用 ⇒旧明石小建物等の活用等
▲新柴又駅の高架下を有効活用

交通
鉄道 ◎鉄道の利便性 ▲開かずの踏切、新金線の旅客化

⇒京成線立体化は新金線を考慮、新金線旅客化の実現、
京成線～新金線の乗り換え利便性

駅前 ▲駅前へ車で行きにくい、高砂駅周辺は一方通行が多い、
駅前にロータリーや待ち合わせできる広場がない
⇒南口のロータリー検討、駐車場整備、駅付近を歩きやす
くするため一方通行化

バス ▲南北のバス路線が少ない ⇒コミュニティバスの検討
道路 ▲歩道が狭い ⇒無電柱化、鉄道立体化に合わせ拡幅

緑・景観
公園 ◎公園が多い ▲公園が少ない、特色がない

⇒対象年齢を分けた公園整備、高砂北公園に特色づけ、
中川沿いや京成車庫跡地に公園整備

緑 ▲敷地の細分化で屋敷林が減少、緑に親しめる場所ない
⇒地区計画等で住宅地の建物の高さや壁面位置の制限

水辺 ◎水辺が豊か ▲水辺は賑わい少ない、利用されていない
⇒中川に面した中規模公園の設置、新たなイベント検討

景観 ◎街並みのルールが充実、重要文化的景観
▲特色のある道路が少ない

市街地整備
柴又・
新柴又

▲柴又駅は車でアクセス困難、道が狭く大型車進入不可、
駅に空間が少ない ⇒住民と話して可能なら区画整理

高砂駅 ▲道が狭い ⇒無電柱化、駅前整備
▲駐輪場が少ない ⇒駅前再開発時に駐輪場の整備
▲平日昼間の人通りが少ない、人が集まる場所がない
⇒空き店舗活用、観光客・留学生・住民が集える機能
⇒京成車庫跡地を魅力ある開発

エリマネ ▲エリマネ活動をしたくても、始め方がわからない
⇒川・道路沿いの小さな活動から始め、活動エリアを広げる

防災
水害
対策

▲高台の避難場所の整備が必要
⇒鉄道高架化と駅整備時に避難場所を確保
⇒駅前再開発の時に避難機能をつけたビルの整備
▲避難できる大規模公園がない
⇒洪水時に遊水地となる親水公園と水辺の整備

延焼
遮断帯

▲建物の倒壊により道路が塞がらない幅員を
⇒延焼遮断帯道路の建設、道路の拡幅

木造
密集地

▲柴又駅周辺は古い建物が多い
▲拠点地域は木造が密集、緊急車両が通れない地域あり
⇒道路拡幅、不燃化促進や密集市街地整備等の推進

防災
意識

▲防災器具等を設置しない等、住民の防災意識が低い
⇒消防や京成と協力して駅前エリアで防災訓練の実施
▲水害訓練が必要 ⇒訓練の実施、訓練のイベント化

復興
残したい
魅力

◎下町らしさ、寺社、坂が少ない
◎駅、寺社、公園、商店街、閑静な住宅地、水辺空間

解決した
い課題

▲道路整備 ▲道路拡幅 ▲小川・水路の復活
▲緑地・水辺の割合を倍増

復興事前
準備

・コミュニティ形成に向け、まちづくりに関するイベント開催
・様々な世代が参加しやすい復興模擬訓練の実施

【凡例】◎:魅力 ▲:課題 ⇒:対応策
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亀有・南綾瀬・堀切・お花茶屋地域 詳細は参考資料１参照

土地利用
住環境 ◎閑静な住宅地、⾧く住んでいる人が多く人情味がある
商店街 ▲下町の商店街の維持

⇒下町らしさと駅前の利便性等の両立、下町らしさを守る
建築規制(高さ・容積率の制限)、シャッター対策

土地
活用

▲都営住宅建替に伴う跡地活用
⇒地域要望を確認し都の空地の活用(避難場所や交流の場)
▲空き家・空き地・駐車場の増加
⇒地域に人を呼込む仕掛け、足立区と連携したまちづくり
◎拘置所の広場が開放的 ⇒拘置所をイベントスペースに

高架下 ▲京成の線路下が使えない

交通
亀有駅
周辺

▲亀有駅北口は広場・道路が未整備、歩きにくい
⇒亀有駅周辺の改善

お花茶
屋駅

▲お花茶屋駅下りにエレベーターない
⇒エレベーター設置など、鉄道事業者と話し合い

バス ▲バスの本数が少ない ⇒バス本数の増便
道路 ▲アリオ周辺の土日の交通渋滞

▲道狭い、一方通行多い、堀切菖蒲園駅への歩道が狭い
自転車 ▲自転車レーンの途切れ、駅周辺の駐輪場が少ない

⇒自転車レーン、駅周辺の駐輪場、シェアサイクルの整備

緑・景観
公園
・緑

◎公園・緑が充実している
▲公園整備の充実、都営住宅の公園が利用されていない
⇒公園・緑道を活用し、地域の交流の場に(マルシェ等)
⇒各緑道がうまく繋がっているとよい
▲緑道の管理がもっときれいになるとよい
⇒民間活力による公園・緑地管理、効率的な管理手法

景観 ◎昭和的な地域、・四季の道等の魅力的な街並み
⇒昭和の風景として保全する

市街地整備
亀有駅 ▲駅北口はロータリー整備、周辺景観、空き家、道路基盤

⇒駅前広場、道路、空き家、景観の改善
堀切菖
蒲園駅

▲駅前広場がほしい
⇒駅周辺に行政・病院の複合施設、駐輪場の整備
⇒サイネージやWi-Fiで堀切菖蒲園へ人の流れをつくる

綾瀬駅 ▲綾瀬駅の市街地整備が足立区任せ
⇒駅ビルの建設(医療、ホテル、学校、スーパー、飲食、駐車場等)

駅周辺
の機能

⇒区民事務所、保育園、イベント広場、若者が気軽に立
ち寄れる商業施設(カフェ、書店、駐輪場、シェアサイクル)

自転車 ▲駅前商店街利用時の自転車対策
⇒駐輪場だけでなく、気軽に自転車を停めて買い物できる

防災
水害
対策

▲水害への対応、水害時の避難場所がない又は不明、
マンション等との垂直避難の提携推進
⇒小中学校の改築にあわせ水害対応、堀切菖蒲園駅前
の整備にあわせて一時避難できる高層建築物の整備
⇒堤防整備の際、テラス等を整備し、平常時の魅力向上
⇒地下調節地の整備、堤防整備

木造
密集地

◎細街路整備事業が進んでいる
▲木造住宅密集区域があり道が狭い ⇒道路の拡幅
▲駅前以外は無電柱化が進んでいない

防災
訓練

◎小菅拘置所のオープンスペース
⇒拘置所への避難を想定した大規模な避難訓練

復興
残したい
魅力

◎下町らしさ、公園、寺社、堀切菖蒲園、斎場等
◎小菅一丁目の街並み、堀切菖蒲園、水路、文化財

解決した
い課題

▲亀有二丁目の密集の区画整理、緑道の改善
▲区画整理で作り直すことが必要

復興事前
準備

・若者が集まれる広場等の整備、草の根ワークショップ、
住み続けたいと思える魅力的なまちづくり等

【凡例】◎:魅力 ▲:課題 ⇒:対応策
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青戸・立石・四つ木地域 詳細は参考資料１参照

土地利用
住環境 ◎青戸:日常の買い物は便利、主要な公共施設がある

◎立石:マンションができて子供が増え活気
◎四つ木:工場があり昼間も人がいて子供を見守り

商店街 ▲青砥駅内の商業施設に活気がない ⇒協議会の再編
▲立石駅周辺・商店街の賑わい、個店の立地誘導
⇒生活に密着したお店の誘致
▲商店街の宅地化が進む ⇒商店を維持するためのﾙｰﾙ

高架下
活用

▲京成線高架下の土地利用
⇒高架下の利用、高架下に公共施設整備(駐輪場等)

交通
青砥駅
周辺

▲道路が狭い、歩道がない・狭い
⇒無電柱化、道路の断面構成の検討

立石駅
周辺

⇒駅前広場の充実、駅周辺で買い物できる環境の形成
⇒駅を中心にコミュニティバスの整備、自転車の安全利用

四ツ木 ⇒四ツ木駅前にタクシー乗り場の整備
道路 ▲通過道路多い ⇒通過交通の時間制限、ゾーン30

▲奥戸街道の渋滞 ⇒道路の拡幅
▲道が狭い ⇒四つ木商店街を歩きやすくする

自転車 ▲駅から駐輪場遠い、四つ木商店街は自転車で走りにくい
⇒駅近くやバス停に駐輪場の設置、自転車レーンの整備

緑・景観
公園 ▲青砥駅近に公園がない、公園の整備と拡充が必要

⇒空き地に公園整備、青戸平和公園の再開発
▲住宅地は敷地が狭くて緑を置けない
⇒大きな公園の整備、東立石緑地公園周辺に店舗誘導

緑 ▲中川、桜通り等、区役所～駅まで魅力の継続
⇒中川～桜通りに桜以外の魅力創出(四季折々の植栽)

水辺 ▲土手が緑地ではなくスポーツ広場、散歩以外の活動
⇒土手の芝生化、土手・河川敷・水辺を試しに使ってみる
▲土手の道路が狭い、暗い、わかりづらい、上りにくい

市街地整備
青砥駅
周辺

▲駅前広場又はロータリーが必要、タクシー乗り場の不備、
駅にバスが乗り入れられない、駅周辺の道路拡幅
⇒駅広の再開発、駅南側にバス・タクシー・駐輪場の整備

立石駅
周辺

▲再開発エリア周辺の基盤整備、街並み整備が必要
⇒駅周辺の一体的整備、広いエリアのグランドデザイン
▲大きな公園の整備 ⇒人を集められる街づくり
▲道路整備の不備 ⇒奥戸街道の整備
⇒水道みち整備、駅北口広場のｱﾌﾟﾛｰﾁ道路は複数必要
⇒南北方向の道路を整備し、拠点にアプローチしやすくする

四ツ木
駅周辺

▲駅前広場ない、大型車通れない、一方通行、狭い道等
⇒駅前にバスが停まれるスペースの整備
⇒高架下を活用し、駐輪場、公園、保育園、病院等
⇒複雑な道の簡素化/案内強化、狭い一方通行の解消

防災
水害
対策

▲水害の不安、高台に避難する建物が少ない
⇒青戸消防署跡地の再利用、URの空き地利用等
⇒再開発の際に周辺の人もマンション等に避難できるように
▲地区センターは狭い、避難所に住民を収容しきれない、
学校の避難所が水害時に対応できるか
⇒浸水対応建築物に大型商業施設の駐車場等を指定、
小中学校を高台化、高台となる大きな公園の整備

木造
密集地

▲道路が狭い、木造住宅が密集している
⇒道路拡張、無電柱化、地区計画の活用

復興
残したい
魅力

◎青戸平和公園、まちの産業である工業地域、神社、
立石駅前の対面販売、スカイツリーへの眺望

解決した
い課題

▲オープンスペース・公園の確保、無電柱化、かさ上げ
▲密集市街地の区画整理、立石駅前商店街のあり方

復興事前
準備

・災害時の水路の活用、船着き場
・リスク・まちの復興を話し合うことから始める

【凡例】◎:魅力 ▲:課題 ⇒:対応策
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奥戸・新小岩地域 詳細は参考資料１参照

土地利用
店舗・
商店街

▲商店の魅力がない、種類に偏り、おしゃれな店が少ない
⇒おしゃれな店の誘致、駅前再開発ビルに魅力的な店、
エリマネでイベント活性化

施設 ▲区役所関連の施設が少ない ⇒区役所の支所がほしい
跡地
利用等

▲森永乳業跡地利用 ⇒雇用創出、防災公園、支所等
▲UR団地のストック再生

その他 ▲新小岩と奥戸の一体感がない

交通
公共
交通

▲バスの本数が少ない、病院への巡回路線バスがない
⇒小型バスの運用、亀有・金町方面のミニバスの運行
▲公共交通で北方面に行きづらい
⇒北側へ行くバスは東北広場に集約

駅前 ▲東北広場がさみしい ⇒店舗の誘致、JR出口の新設
歩道 ▲歩道が狭い ⇒バス道路の無電柱化、幹線道路に歩道

▲歩道は歩行者と自転車が混在
⇒無電柱化で歩道を拡張し、歩行者と自転車の区別

自転車 ▲自転車が危ない、駐輪しづらい
⇒自転車専用道、駐輪場の整備

緑・景観
公園 ▲子育て世代が使える公園、お年寄りが休める場所がない

⇒大きな公園、ひと休みできる四阿等の整備
▲新小岩公園を活用できていない、児童遊園は魅力ない
⇒魅力あるイベントの開催、土地を借りて公園の整備

緑 ⇒街路樹は景観の良い、管理しやすいものに
水辺 ▲新中川の土手が活用されていない

⇒河川敷にボルダリング施設の誘致、土手に花を植える
▲荒川が活用できていない、魅力がない
⇒荒川へのアクセス整備、ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ等を整備し公園化

市街地整備
駅前
広場

▲東北広場の活用が進んでいない
⇒北口駅前広場の有効活用(マルシェ等の開催)

駅周辺
の機能

・駅前北側をペデストリアンデッキで繋ぐ
・ホール、図書館、ホテル、複合店舗、駐輪場、ﾚﾝﾀﾙﾙｰﾑ等

公園 ▲区の公園が少なく、子どもの遊び場がない
⇒小規模な公園の整備、児童遊園はあるが魅力がないた
め、もっと区民が関わるようにする

道路 ▲道路の広さと建物の均一化、道路が狭い
⇒歩道のバリアフリー化と無電柱化、区道の拡幅

防災
水害
対策

▲水害時の避難所対策
⇒学校建替え時に浸水対応型の建設
⇒奥戸消防跡地の利用(防災公園等)
⇒旧松南小の高台化と防災活動拠点化
⇒商業施設と協定を結び、立体駐車場に避難できるように
⇒水害時にマンションに一時避難できるようにする

避難
場所

⇒避難場所として、生産緑地の活用、防災公園の整備
(森永乳業跡地の活用)

避難路 ▲南側から新小岩公園に抜ける避難路がない
木造
密集地

▲密集地区がある
⇒小規模戸建てが建たないようにルール、商店街の不燃化

防災
意識

▲区民が災害に無関心、防災訓練への参加が少ない
⇒町会からSNSで発信

復興
残したい
魅力

◎交通公園、寺社、七曲、下町らしさ、人情・文化

解決した
い課題

▲復興計画の活用方法(町会単位で作成)
▲送電線の地下化、未整備地区の整備

復興事前
準備

・区との連携強化
・震災復興まちづくり模擬訓練をしっかりやる

【凡例】◎:魅力 ▲:課題 ⇒:対応策

グループワーク

・地域の将来像の検討
・まちづくりの基本方針の修正

27



グループワークの内容 28

１．地域の将来像の検討
 10～20年後の地域の将来像について、どのようなまちになっ
てほしいですか?（○○のあるまち等）

 その将来像が実現すると、地域の暮らしはどのようになって
いますか?

２．地域のまちづくりの基本方針の検討
 地域の将来像の実現に向けて、地域のまちづくりの基本方針
を検討しましょう。

３．地図に描き込み
 第２回・第３回勉強会の意見のうち、場所を特定できない意
見について、具体の場所を教えてください。

 また、課題や対応策の追加等があれば教えてください。

グループワークの流れ 29

１．個人ワーク❶（10分）
 ふせんに地域の将来像と、将来像が実現した場合の暮らしの
イメージを記入してください。

２．グループ意見交換❶（25分）
 グループ内でふせんを発表し、意見を整理しましょう。

３．個人ワーク❷（10分）
 地域のまちづくりの基本方針（事務局たたき台）を基に、
ふせんに追加したい取り組み等を記入してください。

４．グループ意見交換❷（25分）
 グループ内でふせんを発表し、意見を整理しましょう。

５．地図に描き込み（30分）
 第２・３回勉強会の意見のうち、場所を特定できない意見に
ついて具体の場所を教えてください。



30個人ワーク❶｜地域の将来像
 以下の材料を参考に、葛飾らしさや地域らし
さを意識しながら、地域の将来像、将来像が
実現した際の暮らしのイメージを検討し、ふ
せんに記入してください。

・区の将来像
・区のまちづくりの基本理念・目標
・各地域の特色
・第２回・第３回勉強会の結果
・区民アンケート結果

※１つのふせんに、１つの意見を記入してください

区の将来像 みんなでつくる、水と緑と人情が輝く、暮らしやすいまち・葛飾
河川、美しい花や緑に囲まれた自然環境、思いやりの心あふれる人情に支えられた人と人とのつながり、地域、
文化、産業などの本区の特性を磨き上げ、輝かせながら、誰もが生涯にわたって安全・安心・快適に自分らしく
暮らし続けられるまち「葛飾」

まちづくりの
基本理念
・目標

みんなでつくる、水と緑豊かな、安全で快適に暮らし続けられる『かつしか』
（１）様々な自然災害に対応し、被災を繰り返さないまち
（２）人々が集い、憩える、にぎわいある魅力的なまち
（３）安全で、移動しやすい交通環境が整備されたまち
（４）誰もが親しめる、河川や緑豊かな都市環境が広がるまち
（５）多様な主体が協働し、豊かな地域社会を構築するまち

地域の将来像

将来像が
実現した際の
区民の暮らし

31

自分のふせんを発表しながら、
模造紙に貼り付けてください

グループ意見交換❶

※自分と同じ意見が出たら、
ふせんを模造紙に貼ってください

■模造紙の整理イメージ



区の将来像 みんなでつくる、水と緑と人情が輝く、暮らしやすいまち・葛飾
河川、美しい花や緑に囲まれた自然環境、思いやりの心あふれる人情に支えられた人と人とのつながり、地域、
文化、産業などの本区の特性を磨き上げ、輝かせながら、誰もが生涯にわたって安全・安心・快適に自分らしく
暮らし続けられるまち「葛飾」

まちづくりの
基本理念
・目標

みんなでつくる、水と緑豊かな、安全で快適に暮らし続けられる『かつしか』
（１）様々な自然災害に対応し、被災を繰り返さないまち
（２）人々が集い、憩える、にぎわいある魅力的なまち
（３）安全で、移動しやすい交通環境が整備されたまち
（４）誰もが親しめる、河川や緑豊かな都市環境が広がるまち
（５）多様な主体が協働し、豊かな地域社会を構築するまち

地域の将来像 豊かな緑・水辺と賑わい・活力ある広域拠点が調和した、
誰もが安心して快適に暮らせるまち

将来像が
実現した際の
区民の暮らし

32グループ意見交換❶
■模造紙の整理イメージ

共通点などを整理し
将来像を設定します

駅から水元公園への
アクセス向上

駅周辺で様々なサービスを
ワンストップで受けられる

駅周辺が歩きやすく
回遊しやすくなる

緑豊かな暮らし 多様な人々が安全・安心に暮らせる
地域内の交流や支え合いも活発

33個人ワーク❷｜基本方針

※１つのふせんに、１つの意見を記入してください

 地域の将来像の実現に向けて、地域のまちづ
くりの基本方針（事務局たたき台）を基に、
追加したい取り組みやキーワードを検討し、
ふせんに記入してください。

 各地域の特色や第２回・第３回勉強会結果を
参考にしながらご検討ください。



追加したい取り組みやキーワード その他

34グループ意見交換❷
まちづくりの
基本理念

みんなでつくる、水と緑豊かな、安全で快適に暮らし続けられる
『かつしか』

地域の将来像 豊かな緑・水辺と賑わい・活力ある広域拠点が調和した、
誰もが安心して快適に暮らせるまち

まちづくりの
基本方針
（たたき台）

 公園と河川、農地など緑豊かでゆとりと潤いある住環境の形成
 適切な交通ネットワークの構築と歩きたくなる歩行者空間づくり
 賑わいと活力のある広域拠点の形成
 地区特性に応じた調和のとれた土地利用と安全で災害に強いまちづくり

■模造紙の整理イメージ

自分のふせんを発表しながら、
模造紙に貼り付けてください

※自分と同じ意見が出たら、
ふせんを模造紙に貼ってください

まちづくりの
基本理念

みんなでつくる、水と緑豊かな、安全で快適に暮らし続けられる
『かつしか』

地域の将来像 豊かな緑・水辺と賑わい・活力ある広域拠点が調和した、
誰もが安心して快適に暮らせるまち

まちづくりの
基本方針
（たたき台）

 公園と河川、農地など緑豊かでゆとりと潤いある住環境の形成
 適切な交通ネットワークの構築と歩きたくなる歩行者空間づくり
 賑わいと活力のある広域拠点の形成
 地区特性に応じた調和のとれた土地利用と安全で災害に強いまちづくり

追加したい取り組みやキーワード その他

35グループ意見交換❷
■模造紙の整理イメージ

共通点などを整理し
修正等の方向性を設定

公共交通の充実

自転車レーン

東京理科大との連携



36地図に描き込み

皆さんの意見をお聞きながら、
ファシリテーターが地図に描き込みます

 第２回・第３回勉強会の意見のうち、場所を
特定できない意見について、具体の場所を教
えてください。

※参考資料１:第２・３回勉強会の意見まとめに、
場所を特定できない意見を黄色網掛けで示しています。

事務連絡 37

■勉強会ニュースの発行
本日の概要を整理した「勉強会ニュース」を作成し、
次回の開催通知と一緒に郵送します。

■第５回勉強会
令和４年６月１１日（土）＠男女平等推進センター
【午前の部】９時３０分～１２時
◎青戸・立石・四つ木 ◎奥戸・新小岩

【午後の部】１４時３０分～１７時
◎水元・金町・新宿 ◎柴又・高砂
◎亀有・南綾瀬・堀切・お花茶屋
■アンケート回答のお願い
次回の出欠を確認するアンケートにご回答ください

地域ごとに開催時間が
異なるためご注意ください
地域ごとに開催時間が
異なるためご注意ください



閉会

本日はありがとうございました
お手元のアンケートにご回答ください

38


